
大阪市消防局
公式 YouTube

庁舎内に流れる出場指令や警防情報音声など、声を聞いたこと
はあるけど、どんな業務をしているのかなんとなく知らないし
な・・・、あんまり関わりないし興味はあるけど聞きにくいな・・・。
そんな指令情報センター業務に対する疑問や質問などにざっく
ばらんに回答し、指令情報センターをさらに理解していただく
ため「Another Voice」を掲載します。

Vol.9
－指揮者状況確認について－



　創建以来、多数の災害に見舞
われました当山境内は信者の皆
様の力で復興して参りました。
　皆様が安心して参詣出来る
様、各種訓練を実施し防火防災
意識の向上に努めています。

水上（港区
）

自衛消防隊長

　

和
宗
総
本
山
四
天
王
寺
は
、

日
本
書
紀
に
推
古
天
皇
元
年

（
5
9
3
年
）
聖
徳
太
子
が
、

蘇
我
馬
子
と
物
部
守
屋
が

争
っ
た
際
、
四
天
王
の
像
を

彫
っ
た
と
こ
ろ
戦
い
に
勝
利

し
、
四
天
王
寺
を
建
立
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
９
年
の
室
戸
台
風
・
昭
和

20
年
の
大
阪
大
空
襲
に
よ
り

多
大
な
被
害
を
被
り
ま
し
た

が
、
多
方
面
の
人
々
の
協
力

を
得
て
復
興
さ
れ
、
現
在
の

塔
は
８
代
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　
年
間
を
通
し
て
様
々
な
行

事
・
法
要
が
執
り
行
わ
れ
、

境
内
で
は
露
店
等
が
開
設
さ

れ
ま
す
が
、
防
火
防
災
意
識

を
高
く
持
ち
、
安
全
に
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
天
王
寺
自
衛
消
防
協

議
会
で
は
会
長
職
を
務
め
て

い
た
だ
き
、
消
防
署
主
催
の

消
火
技
術
発
表
会
で
は
常
に

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
、

地
域
防
災
及
び
文
化
財
防
火

の
意
識
向
上
に
ご
尽
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
水
上
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
港

区
の
築
港
地
区
の
一
連
合
町
会
か

ら
な
っ
て
お
り
、
現
在
17
名
の
会

員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
規

模
な
が
ら
も
「
災
害
に

強
い
ま
ち
」
を
目
指
し

活
動
し
て
い
ま
す
。
令

和
６
年
11
月
に
は
京
都

市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
、
ク
ラ
ブ
員
全

体
の
防
災
行
動
力
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
で
実
施

さ
れ
て
い
る
福
祉
活
動

に
も
積
極
的
に
参
画

し
、
高
齢
者
等
の
見
守

り
を
行
う
と
共
に
、
い

ざ
と
い
う
時
に
助
け
合

え
る
、
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
や
平
成
30
年
の

台
風
21
号
上
陸
は
記
憶

に
新
し
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

を
契
機
に
、
周
囲
が
海

に
囲
ま
れ
た
地
形
で
あ
る
築
港
地
区

は
、
津
波
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

に
対
し
て
、
人
一
倍
の
危
機
感
を

持
っ
て
い
ま
す
。
住
民
揃
っ
て
防
災

意
識
を
高
く
持
ち
、
万
が
一
の
災
害

に
備
え
て
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路

の
確
認
等
、
家
庭
で
の
準
備
を
怠
る

こ
と
な
く
、　
住
民
同
士
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
て
、
更
な
る
地
域
防
災

力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　救急救命士を目指す者が挑む国家試験。その中でも救急隊員が活動する現場において知っておくべき
知識や内容を紹介していきます。今月はGCS（グラスゴーコーマスケール）に関する問題です。JCSは馴染
みがあると思いますが、救急隊員としてGCS についても理解し、活用できるようにしましょう。

₂

●GCSは意識レベルを開眼（E）、言語による応答（V）、運動による応答（M）の３要素で表現する方法である。そ　
　れぞれの要素についてスコア（点数）をつけ、各要素のスコアの合計点で評価する。最低（深昏睡）は３、最高（意
　識清明）は15 点である。客観性に優れていて諸外国では意識障害の評価法として GCS が一般的に用いられ
　ている。
●JCS“０”はGCS 合計点15 に相当し、JCS“300”は GCS 合計点３に相当する。GCS およびJCS について　
　は下記の表のとおりである。

Ⅰ. 刺激しないでも覚醒している状態（1桁で表現）
だいたい意識清明だが ,今ひとつはっきりしない
見当識障害がある（現在の時刻や場所 , 周囲の人を正しく
認識できない）
自分の名前，生年月日がいえない

1.
2.

3.

　上記の表に沿って説明すると、自発開眼しておりE４、名前は答えられるが受傷日時と場所を答えられな
いことから錯乱状態としてV４、離握手で命令に従うことからM６で合計14 点となります。
　GCSはJCSに比べると使用頻度は少ないと思います。しかし、病院側から求められることもあります。
救急隊員として意識障害の評価法は確実に理解し、正確に評価ができるようにしておきましょう。

ジャパンコーマスケール ： JCS（3-3-9度方式）

（参考・引用 株式会社へるす出版「第46回 救急救命士国家試験問題 解答・解説集」）

救急隊員のための

「改訂第11版　救急救命士標準テキスト」（株式会社へるす出版）より転載※ 何らかの理由で開眼できない場合

大分類

グラスゴーコーマスケール（GCS）

スコア小分類

自発的に
言葉により
圧迫（痛み）刺激により

開眼（E）

開眼しない　
見当識あり
錯乱状態
不適当な言葉

言語による
応答（V）

理解できない声
発音がみられない　
命令に従う
圧迫（痛み）刺激部位に手足をもってくる
四肢を屈曲する（逃避屈曲）　　最良の運動

による応答（M） 四肢を屈曲する（異常屈曲）
四肢伸展
まったく動かさない

4
3
2
1
5
4
3
2
1
6
5
4
3
2
1

Ⅲ. 刺激をしても覚醒しない状態（３桁で表現）
圧迫（痛み）刺激に対し , 払いのけるような動作をする
圧迫（痛み）刺激で少し手足を動かしたり, 顔をしかめる
圧迫（痛み）刺激に反応しない
R：不穏　I：失禁　A：自発性喪失
例）100-I,　20RI

100.
200.
300.

Ⅱ. 刺激すると覚醒する状態―刺激をやめると眠り込む
    （２桁で表現）
普通の呼びかけで容易に開眼する
合目的的な運動（例えば ,右手を握れ離せ）をするし ,
言葉も出るが間違いが多い
大きな声または身体をゆさぶることにより開眼する
〔簡単な命令に応じる、例えば離握手〕
圧迫（痛み）刺激を加えつつ呼びかけを繰り返すとかろうじ
て開眼する

10.

20.

30.

※

※
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す
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図１　出火用途別火災発生件数（総数435件)

表１　令別表第一（用途別）火災発生件数（比率は、小数点第二位を四捨五入）

図２　出火原因別火災発生件数（総数435件)

令別表 比率（％）件数用途

（1） 項
イ 0.21劇場・映画
ロ --公会堂・集会場
イ --キャバレー・カフェ・ナイトクラブ等
ロ 0.21遊技場・ダンスホール（2） 項
ハ --性風俗関連施設
ニ --カラオケ・個室ビデオ等

（3） 項 イ --待合・料理店等
ロ 6.227飲食店

（4） 項 0.94百貨店・マーケット等

（5） 項 イ 1.15旅館・ホテル等
ロ 43.9191共同住宅等

（6） 項

イ 0.21病院・診療所等
ロ 0.52養護老人ホーム・老人短期入所施設等
ハ 0.52老人デイサービスセンター・児童養護施設等
ニ 0.52幼稚園·特別支援学校

（7） 項 0.73小中局校・大学校等

令別表 比率（％）件数用途
（8） 項 --図書館・博物館等

（9） 項 イ --公衆浴場のうち蒸気浴場等
ロ --イ以外の公衆浴場

（10） 項 --停車場・発着場
（11） 項 --神社・寺院・教会等

（12） 項 イ 3.716工場・作業場
ロ --映画スタジオ・テレビスタジオ

（13） 項
イ 0.21車庫・駐車場
ロ --飛行機等の格納庫

（14） 項 2.310倉庫
（15） 項 3.917事務所等

（16） 項 イ 24.4106特定の複合用途防火対象物
ロ 9.943その他の複合用途防火対象物

（16の2） 項 0.73地下街
（17） 項 --文化財
（18） 項 --延長50メートル以上のアーケード

合計 100.0435

（5）項ロ
共同住宅等
236件

ガスこんろ
49件

（3）項ロ
飲食店 71件

（15）項
事務所等 31件

（12）項イ
工場・作業場 25件

（14）項
倉庫 16件

（4）項
百貨店等 13件

（5）項
旅館・ホテル等 5件

（6）項ロ
養護老人ホーム等
5件

（2）項イ
キャバレー等
3件

（7）項
小中高校等
3件

（16の2）項
地下街
3件

その他
24件

電気配線類
57件

電気製品 63件

たばこ 57件

天ぷら油 42件

ストーブ（電気以外）
 3件　

その他 41件

不明 21件

火遊び 1件

自動車等（放火除く）
3件

ローソク 6件

自然発火 7件

溶接（断）機 9件
ライター 10件

コンデンサ 6件

電気こんろ 11件

電気ストーブ 11件

放火 38件



救
急
活
動〔
賞
与
〕

東
成
消
防
署

1
部
　
深
江
小
型
タ
ン
ク
小
隊

消
防
司
令
補
 

西
村
　
　
敏

消
防
士
長
 

登
城
　
弘
之

消
防
士
長
 

藤
本
　
　
淳

消

防

士
 

羽
里
　
洋
祐

　
令
和
７
年
１
月
27
日
、
東
成
区
の
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に

お
い
て
、
現
場
到
着
時
、
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
が
傷
病
者
に
対
し
胸
骨
圧
迫
を
実

施
し
て
お
り
、
傷
病
者
を
観
察
し
た
結

果
、
傷
病
者
が
C
P
A
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
た
め
、
直
ち
に
除
細
動
パ
ッ

ド
を
貼
付
し
心
電
図
を
解
析
し
た
。
除

細
動
の
適
応
で
あ
っ
た
た
め
除
細
動
を

実
施
し
、
C
P
R
を
開
始
し
た
。
計
２

回
の
除
細
動
を
実
施
し
、
C
P
R
を
継

続
し
た
と
こ
ろ
、
救
急
隊
到
着
前
に
傷

病
者
に
自
己
心
拍
及
び
自
発
呼
吸
が
出

現
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
活
動
に
よ
り
、

傷
病
者
の
良
好
な
予
後
に
大
き
く
貢
献

し
た
功
績
に
よ
る
。

火
災
防
ぎ
ょ
活
動〔
賞
与
〕
 

 生
野
消
防
署
 

２
部
　
勝
山
小
型
タ
ン
ク
小
隊

消
防
司
令
 

西
井
　
裕
人

消
防
司
令
補
 

萩
原
　
淳
二

消
防
士
長
 

梅
田
　
玲
央

消

防

士
 

宇
田
　
武
史

　
令
和
７
年
２
月
１
日
、
生
野
区
の
住

宅
で
発
生
し
た
火
災
現
場
に
お
い
て
、

災
害
点
の
南
側
の
消
火
栓
に
部
署
し
た
。

特
定
密
集
地
域
で
あ
り
、
ホ
ー
ス
延
長

経
路
が
非
常
に
少
な
い
中
、
出
火
建
物

の
南
側
に
隣
接
し
て
い
る
建
物
の
室
内

及
び
出
火
建
物
の
東
側
に
隣
接
し
て
い

る
建
物
の
室
内
に
お
い
て
ホ
ー
ス
延
長

し
、
迅
速
に
１
線
２
口
の
放
水
体
制
を

確
立
し
た
。
そ
の
後
、
出
火
建
物
の
南

側
に
あ
る
ト
タ
ン
塀
を
と
び
口
及
び
徒

手
に
よ
り
破
壊
し
、
出
火
建
物
内
部
へ

進
入
後
、
放
水
し
、
主
火
力
を
制
圧
し

た
。
こ
れ
ら
一
連
の
活
動
に
よ
り
、
被

害
の
拡
大
を
最
小
限
に
抑
え
、
市
民
の

負
託
に
応
え
た
功
績
に
よ
る
。 

救
急
活
動〔
賞
与
〕
 

住
吉
消
防
署
 
２
部
　
苅
田
救
急
隊

消
防
司
令
補
 

増
田
　
龍
一

消
防
士
長
 

山
崎
　
弘
之

消
防
士
長
 

砂
川
　
　
光

　
令
和
７
年
２
月
９
日
、
東
住
吉
区
の
福

祉
施
設
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に
お
い

て
、
先
着
の
救
命
連
携
活
動
隊
が
、
傷
病

者
に
対
し
既
に
C
P
R
を
実
施
し
て
お

り
、
傷
病
者
が
C
P
A
で
あ
る
こ
と
及
び

喉
詰
め
に
よ
る
C
P
A
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
自
隊
の
自
動
体
外

式
除
細
動
器
を
装
着
し
、
C
P
R
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
マ
ギ
ー
ル
鉗
子
及

び
吸
引
器
を
用
い
て
異
物
除
去
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
傷
病
者
に
自
己
心
拍
が

出
現
し
た
。
し
か
し
、
呼
吸
は
停
止
し

た
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
食
道
閉
鎖
式

エ
ア
ウ
ェ
イ
に
よ
る
気
道
確
保
及
び
静

脈
路
確
保
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
救

急
車
内
に
お
い
て
、
傷
病
者
に
自
発
呼

吸
が
出
現
し
た
た
め
、
補
助
呼
吸
を
継

続
し
、
傷
病
者
の
容
体
管
理
に
細
心
の

注
意
を
払
い
つ
つ
早
期
搬
送
に
努
め
、

適
切
に
傷
病
者
を
医
師
に
引
き
継
ぎ
、

傷
病
者
の
良
好
な
予
後
に
大
き
く
貢
献

し
た
功
績
に
よ
る
。

 

救
急
活
動〔
賞
与
〕
 

東
住
吉
消
防
署
 

２
部
　
矢
田
指
定
消
火
隊

消
防
司
令
 

矢
島
　
啓
司

（
現
：
西
消
防
署
）

消
防
士
長
 

迫
田
　
宗
大

消
防
士
長
 

神
志
那
和
樹

消

防

士
 

梶
本
　
温
希

　
令
和
７
年
２
月
９
日
、
東
住
吉
区
の

福
祉
施
設
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に
お

い
て
、
現
場
到
着
時
、
施
設
職
員
が
傷

病
者
に
対
し
胸
骨
圧
迫
を
実
施
し
て
お

り
、
傷
病
者
を
観
察
し
た
結
果
、
傷
病

者
が
C
P
A
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
た

め
、
直
ち
に
C
P
R
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
除
細
動
パ
ッ
ド
を
貼
付
し
心
電
図
を

解
析
し
た
。
除
細
動
の
適
応
で
は
な
か
っ

た
た
め
、
C
P
R
を
継
続
し
な
が
ら
施
設

職
員
か
ら
情
報
収
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

喉
詰
め
に
よ
る
C
P
A
の
可
能
性
が
あ
っ

た
た
め
、
後
着
の
救
急
隊
に
情
報
を
伝
達

し
た
。
救
急
隊
と
協
力
し
て
C
P
R
を
継

続
た
と
こ
ろ
、
現
場
に
お
い
て
傷
病
者

に
自
己
心
拍
が
出
現
し
た
。
こ
れ
ら
一

連
の
活
動
に
よ
り
、
傷
病
者
の
良
好
な

予
後
に
大
き
く
貢
献
し
た
功
績
に
よ
る
。

火
災
現
場
に
お
け
る
救
助
活
動〔
賞
与
〕
 

西
成
消
防
署
 
１
部
　
西
成
救
助
隊

消
防
司
令
 

小
西
　
勇
介

消
防
司
令
補
 

出
口
　
慎
也

消
防
司
令
補
 

嵯
峨
　
慶
彦

消
防
士
長
 

山
川
　
秀
平

　
令
和
７
年
３
月
19
日
、
西
成
区
の
共

同
住
宅
で
発
生
し
た
火
災
現
場
に
お
い

て
、
現
場
到
着
時
、
１
階
の
発
災
号
室

か
ら
黒
煙
が
噴
出
し
て
い
る
状
況
で
あ

っ
た
。
施
錠
さ
れ
て
い
た
発
災
号
室
の

玄
関
扉
を
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
を
用
い

て
開
放
し
、
確
保
ロ
ー
プ
を
設
定
し
、

消
火
隊
の
援
護
注
水
体
制
確
立
後
、
屋

内
進
入
し
、
要
救
助
者
の
検
索
を
開
始

し
た
。
熱
画
像
直
視
装
置
を
用
い
て
壁

沿
い
に
検
索
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
仰
臥

位
で
意
識
を
失
っ
て
い
る
要
救
助
者
を

発
見
し
た
た
め
、
レ
ス
ク
マ
ス
ク
を
装

着
し
、
か
か
え
搬
送
に
よ
り
要
救
助
者

を
迅
速
に
屋
外
へ
救
出
し
た
功
績
に
よ

る
。 

火
災
現
場
に
お
け
る
救
助
活
動〔
賞
与
〕

西
成
消
防
署
 

１
部
　
西
成
小
型
タ
ン
ク
小
隊

消
防
司
令
補
 

小
寺
　
雄
大

消
防
士
長 

※
 

嬰
木
　
亮
吉

（
現
：
淀
川
消
防
署
）

消
防
士
長
 

平
田
　
雄
司

（
現
：
大
正
消
防
署
）

消

防

士
 

今
村
　
美
有

　
令
和
７
年
３
月
19
日
、
西
成
区
の
共

同
住
宅
で
発
生
し
た
火
災
現
場
に
お
い

て
、
現
場
到
着
後
、
先
着
救
助
隊
長
か

ら
筒
先
配
備
の
要
請
が
あ
っ
た
た
め
、

１
階
の
発
災
号
室
へ
迅
速
に
ホ
ー
ス
延

長
を
実
施
し
た
。
発
災
号
室
前
に
お
い

て
援
護
注
水
体
制
確
立
後
、
救
助
隊
と

と
も
に
屋
内
進
入
し
、
要
救
助
者
の
検

索
を
開
始
し
た
。
充
満
す
る
黒
煙
を
乱

さ
ぬ
よ
う
放
水
を
控
え
燃
焼
状
況
の
急

変
に
備
え
つ
つ
検
索
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
仰
臥
位
で
意
識
を
失
っ
て
い
る
要

救
助
者
を
発
見
し
た
た
め
、
救
助
隊
と

協
力
し
、
か
か
え
搬
送
に
よ
り
要
救
助

者
を
迅
速
に
屋
外
へ
救
出
し
た
功
績
に

よ
る
。

 

非
番
日
等
に
お
け
る
救
急
活
動〔
賞
与
〕
 

警
防
部
警
防
課
　
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当

消
防
司
令
補
 

山
下
　
藤
瑠

　
令
和
７
年
４
月
９
日
、
都
島
区
の
駅

構
内
に
お
い
て
、
倒
れ
て
い
る
傷
病
者

を
発
見
し
た
た
め
、
周
囲
の
通
行
人
に

1
1
9
番
通
報
を
依
頼
し
、
傷
病
者
を

観
察
し
た
と
こ
ろ
、
傷
病
者
が
C
P
A

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
た
め
、
直
ち

に
胸
骨
圧
迫
を
開
始
し
た
。
既
に
自
動

体
外
式
除
細
動
器
が
付
近
に
搬
送
さ
れ

て
い
た
た
め
、
傷
病
者
に
装
着
し
解
析

し
た
と
こ
ろ
、
除
細
動
の
適
応
で
あ
っ

た
た
め
、
除
細
動
を
実
施
し
、
胸
骨
圧

迫
を
継
続
し
た
。
計
３
回
の
除
細
動
を

実
施
し
、
周
囲
の
通
行
人
と
交
代
で
胸

骨
圧
迫
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
救
急
隊

が
到
着
し
た
た
め
、
傷
病
者
の
状
況
を

正
確
に
伝
え
、
円
滑
に
引
き
継
い
だ
。

な
お
、
傷
病
者
は
救
急
車
内
に
お
い
て
、

自
己
心
拍
及
び
自
発
呼
吸
が
再
開
し
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
活
動
に
よ
り
、
傷
病
者

の
良
好
な
予
後
に
大
き
く
貢
献
し
た
功

績
に
よ
る
。 

火
災
防
ぎ
ょ
活
動〔
賞
与
〕
 

平
野
消
防
署

２
部
　
喜
連
小
型
タ
ン
ク
小
隊

消
防
司
令
 

西
山
　
真
吾

消
防
司
令
補
 

大
木
　
伸
一

消
防
司
令
補
 

松
宮
　
弘
起

消
防
士
長
 

野
口
　
健
太

　
令
和
７
年
４
月
13
日
、
平
野
区
の
作

業
場
で
発
生
し
た
火
災
現
場
に
お
い
て
、

災
害
点
北
東
側
に
直
近
部
署
後
、
火
点

を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
出
火
建
物
の
北

西
か
ら
激
し
く
黒
煙
が
噴
出
し
、
黒
煙

が
西
側
建
物
を
覆
っ
て
い
る
状
況
で
あ

っ
た
。
西
側
建
物
へ
の
延
焼
阻
止
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、
迅
速
に

放
水
体
制
を
確
立
し
、
出
火
建
物
及
び

西
側
建
物
へ
の
放
水
を
実
施
し
た
。
そ

の
後
、
出
火
建
物
の
破
壊
活
動
及
び
出

火
建
物
内
部
へ
の
放
水
並
び
に
西
側
建

物
及
び
北
側
建
物
へ
の
延
焼
阻
止
の
放

水
を
継
続
し
て
行
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連

の
活
動
に
よ
り
、
被
害
の
拡
大
を
最
小

限
に
抑
え
、
市
民
の
負
託
に
応
え
た
功

績
に
よ
る
。

表 

彰
表 

彰
令
和
７
年
６
月
18
日
付
け

令
和
７
年
６
月
18
日
付
け

火
災
防
ぎ
ょ
活
動〔
賞
与
〕
 

 生
野
消
防
署
 

２
部
　
勝
山
小
型
タ
ン
ク
小
隊

消
防
司
令
 

西
井
　
裕
人

消
防
司
令
補
 

萩
原
　
淳
二

消
防
士
長
 

梅
田
　
玲
央

消

防

士
 

宇
田
　
武
史

　
令
和
７
年
２
月
１
日
、
生
野
区
の
住

宅
で
発
生
し
た
火
災
現
場
に
お
い
て
、

災
害
点
の
南
側
の
消
火
栓
に
部
署
し
た
。

特
定
密
集
地
域
で
あ
り
、
ホ
ー
ス
延
長

経
路
が
非
常
に
少
な
い
中
、
出
火
建
物

の
南
側
に
隣
接
し
て
い
る
建
物
の
室
内

及
び
出
火
建
物
の
東
側
に
隣
接
し
て
い

る
建
物
の
室
内
に
お
い
て
ホ
ー
ス
延
長

し
、
迅
速
に
１
線
２
口
の
放
水
体
制
を

確
立
し
た
。
そ
の
後
、
出
火
建
物
の
南

側
に
あ
る
ト
タ
ン
塀
を
と
び
口
及
び
徒

手
に
よ
り
破
壊
し
、
出
火
建
物
内
部
へ

進
入
後
、
放
水
し
、
主
火
力
を
制
圧
し

た
。
こ
れ
ら
一
連
の
活
動
に
よ
り
、
被

害
の
拡
大
を
最
小
限
に
抑
え
、
市
民
の

負
託
に
応
え
た
功
績
に
よ
る
。 

救
急
活
動〔
賞
与
〕
 

住
吉
消
防
署
 
２
部
　
苅
田
救
急
隊

消
防
司
令
補
 

増
田
　
龍
一

消
防
士
長
 

山
崎
　
弘
之

消
防
士
長
 

砂
川
　
　
光

　
令
和
７
年
２
月
９
日
、
東
住
吉
区
の
福

祉
施
設
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に
お
い

て
、
先
着
の
救
命
連
携
活
動
隊
が
、
傷
病

者
に
対
し
既
に
C
P
R
を
実
施
し
て
お

り
、
傷
病
者
が
C
P
A
で
あ
る
こ
と
及
び

喉
詰
め
に
よ
る
C
P
A
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
自
隊
の
自
動
体
外

式
除
細
動
器
を
装
着
し
、
C
P
R
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
マ
ギ
ー
ル
鉗
子
及

び
吸
引
器
を
用
い
て
異
物
除
去
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
傷
病
者
に
自
己
心
拍
が

出
現
し
た
。
し
か
し
、
呼
吸
は
停
止
し

た
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
食
道
閉
鎖
式

エ
ア
ウ
ェ
イ
に
よ
る
気
道
確
保
及
び
静

脈
路
確
保
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
救

急
車
内
に
お
い
て
、
傷
病
者
に
自
発
呼

吸
が
出
現
し
た
た
め
、
補
助
呼
吸
を
継

続
し
、
傷
病
者
の
容
体
管
理
に
細
心
の

注
意
を
払
い
つ
つ
早
期
搬
送
に
努
め
、

適
切
に
傷
病
者
を
医
師
に
引
き
継
ぎ
、

傷
病
者
の
良
好
な
予
後
に
大
き
く
貢
献

し
た
功
績
に
よ
る
。

 

救
急
活
動〔
賞
与
〕
 

東
住
吉
消
防
署
 

２
部
　
矢
田
指
定
消
火
隊

消
防
司
令
 

矢
島
　
啓
司

（
現
：
西
消
防
署
）

消
防
士
長
 

迫
田
　
宗
大

消
防
士
長
 

神
志
那
和
樹

消

防

士
 

梶
本
　
温
希

　
令
和
７
年
２
月
９
日
、
東
住
吉
区
の

福
祉
施
設
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に
お

い
て
、
現
場
到
着
時
、
施
設
職
員
が
傷

病
者
に
対
し
胸
骨
圧
迫
を
実
施
し
て
お

り
、
傷
病
者
を
観
察
し
た
結
果
、
傷
病

者
が
C
P
A
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
た

め
、
直
ち
に
C
P
R
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
除
細
動
パ
ッ
ド
を
貼
付
し
心
電
図
を

解
析
し
た
。
除
細
動
の
適
応
で
は
な
か
っ

た
た
め
、
C
P
R
を
継
続
し
な
が
ら
施
設

職
員
か
ら
情
報
収
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

喉
詰
め
に
よ
る
C
P
A
の
可
能
性
が
あ
っ

た
た
め
、
後
着
の
救
急
隊
に
情
報
を
伝
達

し
た
。
救
急
隊
と
協
力
し
て
C
P
R
を
継

続
た
と
こ
ろ
、
現
場
に
お
い
て
傷
病
者

に
自
己
心
拍
が
出
現
し
た
。
こ
れ
ら
一

連
の
活
動
に
よ
り
、
傷
病
者
の
良
好
な

予
後
に
大
き
く
貢
献
し
た
功
績
に
よ
る
。

火
災
現
場
に
お
け
る
救
助
活
動〔
賞
与
〕
 

西
成
消
防
署
 
１
部
　
西
成
救
助
隊

消
防
司
令
 

小
西
　
勇
介

消
防
司
令
補
 

出
口
　
慎
也

消
防
司
令
補
 

嵯
峨
　
慶
彦

消
防
士
長
 

山
川
　
秀
平

　
令
和
７
年
３
月
19
日
、
西
成
区
の
共

同
住
宅
で
発
生
し
た
火
災
現
場
に
お
い

て
、
現
場
到
着
時
、
１
階
の
発
災
号
室

か
ら
黒
煙
が
噴
出
し
て
い
る
状
況
で
あ

っ
た
。
施
錠
さ
れ
て
い
た
発
災
号
室
の

玄
関
扉
を
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
を
用
い

て
開
放
し
、
確
保
ロ
ー
プ
を
設
定
し
、

消
火
隊
の
援
護
注
水
体
制
確
立
後
、
屋

内
進
入
し
、
要
救
助
者
の
検
索
を
開
始

し
た
。
熱
画
像
直
視
装
置
を
用
い
て
壁

沿
い
に
検
索
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
仰
臥

位
で
意
識
を
失
っ
て
い
る
要
救
助
者
を

発
見
し
た
た
め
、
レ
ス
ク
マ
ス
ク
を
装

着
し
、
か
か
え
搬
送
に
よ
り
要
救
助
者

を
迅
速
に
屋
外
へ
救
出
し
た
功
績
に
よ

る
。 

火
災
現
場
に
お
け
る
救
助
活
動〔
賞
与
〕

西
成
消
防
署
 

１
部
　
西
成
小
型
タ
ン
ク
小
隊

消
防
司
令
補
 

小
寺
　
雄
大

消
防
士
長 

※
 

嬰
木
　
亮
吉

（
現
：
淀
川
消
防
署
）

消
防
士
長
 

平
田
　
雄
司

（
現
：
大
正
消
防
署
）

消

防

士
 

今
村
　
美
有

　
令
和
７
年
３
月
19
日
、
西
成
区
の
共

同
住
宅
で
発
生
し
た
火
災
現
場
に
お
い

て
、
現
場
到
着
後
、
先
着
救
助
隊
長
か

ら
筒
先
配
備
の
要
請
が
あ
っ
た
た
め
、

１
階
の
発
災
号
室
へ
迅
速
に
ホ
ー
ス
延

長
を
実
施
し
た
。
発
災
号
室
前
に
お
い

て
援
護
注
水
体
制
確
立
後
、
救
助
隊
と

と
も
に
屋
内
進
入
し
、
要
救
助
者
の
検

索
を
開
始
し
た
。
充
満
す
る
黒
煙
を
乱

さ
ぬ
よ
う
放
水
を
控
え
燃
焼
状
況
の
急

変
に
備
え
つ
つ
検
索
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
仰
臥
位
で
意
識
を
失
っ
て
い
る
要

救
助
者
を
発
見
し
た
た
め
、
救
助
隊
と

協
力
し
、
か
か
え
搬
送
に
よ
り
要
救
助

者
を
迅
速
に
屋
外
へ
救
出
し
た
功
績
に

よ
る
。

 

非
番
日
等
に
お
け
る
救
急
活
動〔
賞
与
〕
 

警
防
部
警
防
課
　
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当

消
防
司
令
補
 

山
下
　
藤
瑠

　
令
和
７
年
４
月
９
日
、
都
島
区
の
駅

構
内
に
お
い
て
、
倒
れ
て
い
る
傷
病
者

を
発
見
し
た
た
め
、
周
囲
の
通
行
人
に

1
1
9
番
通
報
を
依
頼
し
、
傷
病
者
を

観
察
し
た
と
こ
ろ
、
傷
病
者
が
C
P
A

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
た
め
、
直
ち

に
胸
骨
圧
迫
を
開
始
し
た
。
既
に
自
動

体
外
式
除
細
動
器
が
付
近
に
搬
送
さ
れ

て
い
た
た
め
、
傷
病
者
に
装
着
し
解
析

し
た
と
こ
ろ
、
除
細
動
の
適
応
で
あ
っ

た
た
め
、
除
細
動
を
実
施
し
、
胸
骨
圧

迫
を
継
続
し
た
。
計
３
回
の
除
細
動
を

実
施
し
、
周
囲
の
通
行
人
と
交
代
で
胸

骨
圧
迫
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
救
急
隊

が
到
着
し
た
た
め
、
傷
病
者
の
状
況
を

正
確
に
伝
え
、
円
滑
に
引
き
継
い
だ
。

な
お
、
傷
病
者
は
救
急
車
内
に
お
い
て
、

自
己
心
拍
及
び
自
発
呼
吸
が
再
開
し
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
活
動
に
よ
り
、
傷
病
者

の
良
好
な
予
後
に
大
き
く
貢
献
し
た
功

績
に
よ
る
。 

火
災
防
ぎ
ょ
活
動〔
賞
与
〕
 

平
野
消
防
署

２
部
　
喜
連
小
型
タ
ン
ク
小
隊

消
防
司
令
 

西
山
　
真
吾

消
防
司
令
補
 

大
木
　
伸
一

消
防
司
令
補
 

松
宮
　
弘
起

消
防
士
長
 

野
口
　
健
太

　
令
和
７
年
４
月
13
日
、
平
野
区
の
作

業
場
で
発
生
し
た
火
災
現
場
に
お
い
て
、

災
害
点
北
東
側
に
直
近
部
署
後
、
火
点

を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
出
火
建
物
の
北

西
か
ら
激
し
く
黒
煙
が
噴
出
し
、
黒
煙

が
西
側
建
物
を
覆
っ
て
い
る
状
況
で
あ

っ
た
。
西
側
建
物
へ
の
延
焼
阻
止
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、
迅
速
に

放
水
体
制
を
確
立
し
、
出
火
建
物
及
び

西
側
建
物
へ
の
放
水
を
実
施
し
た
。
そ

の
後
、
出
火
建
物
の
破
壊
活
動
及
び
出

火
建
物
内
部
へ
の
放
水
並
び
に
西
側
建

物
及
び
北
側
建
物
へ
の
延
焼
阻
止
の
放

水
を
継
続
し
て
行
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連

の
活
動
に
よ
り
、
被
害
の
拡
大
を
最
小

限
に
抑
え
、
市
民
の
負
託
に
応
え
た
功

績
に
よ
る
。



火
災
防
ぎ
ょ
活
動〔
賞
与
〕
 

平
野
消
防
署

２
部
　
平
野
小
型
タ
ン
ク
小
隊

消
防
司
令
 

下
川
　
浩
史

消
防
士
長
 

永
岡
　
　
涼

消

防

士
 

仲
野
　
凌
世

消

防

士
 

山
田
　
聖
也

　
令
和
７
年
４
月
13
日
、
平
野
区
の
作

業
場
で
発
生
し
た
火
災
現
場
に
お
い
て
、

災
害
点
の
北
側
約
2
0
0
メ
ー
ト
ル
の

消
火
栓
に
部
署
後
、
ホ
ー
ス
延
長
を
実

施
し
た
。
出
火
建
物
の
北
東
に
お
い
て
、

１
線
２
口
の
放
水
体
制
を
確
立
し
、
東

側
建
物
及
び
北
側
建
物
の
延
焼
阻
止
の

放
水
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
出
火
建

物
の
２
階
へ
放
水
し
、
最
終
的
に
は
、

出
火
建
物
の
１
階
へ
屋
内
進
入
し
放
水

を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
活
動
に

よ
り
、
被
害
の
拡
大
を
最
小
限
に
抑
え
、

市
民
の
負
託
に
応
え
た
功
績
に
よ
る
。

 

 

非
番
日
等
に
お
け
る
救
急
活
動〔
賞
与
〕
 

東
住
吉
消
防
署
 
１
部
　
警
防
担
当

消
防
司
令
補
 

河
中
　
良
太

消
防
司
令
補
 

髙
田
　
光
生

　
令
和
７
年
４
月
14
日
、
東
住
吉
区
の

路
上
に
お
い
て
、
倒
れ
て
い
る
傷
病
者

と
1
1
9
番
通
報
を
し
て
い
る
通
行
人

を
発
見
し
た
た
め
、
傷
病
者
を
安
全
な

場
所
へ
移
動
さ
せ
、
観
察
し
た
と
こ
ろ
、

傷
病
者
が
C
P
A
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
直
ち
に
２
人
が
協
力
し
て
胸
骨

圧
迫
及
び
携
帯
し
て
い
た
ポ
ケ
ッ
ト
マ

ス
ク
を
用
い
て
人
工
呼
吸
を
実
施
し
、

警
察
官
が
搬
送
し
て
き
た
自
動
体
外
式

除
細
動
器
を
傷
病
者
に
装
着
し
解
析
し

た
と
こ
ろ
、
除
細
動
の
適
応
で
あ
っ
た

た
め
、
除
細
動
を
実
施
し
、
C
P
R
を

継
続
し
た
。
計
２
回
の
除
細
動
を
実
施

し
、
C
P
R
を
継
続
し
た
と
こ
ろ
、
救

命
連
携
活
動
隊
が
到
着
し
た
た
め
、
傷

病
者
の
状
況
を
正
確
に
伝
え
、
円
滑
に

引
き
継
い
だ
。
な
お
、
そ
の
後
、
現
場

に
お
い
て
、
傷
病
者
に
自
発
呼
吸
が
出

現
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
活
動
に
よ
り
、

傷
病
者
の
良
好
な
予
後
に
大
き
く
貢
献

し
た
功
績
に
よ
る
。

※
事
案
発
生
日
の
階
級

蘇

穌

穌



( 旧 :Twitter)

万博でしか見ることのでき
ない３台の共演。
特に軽 EV 救急車は大きな

スター・オブ・ライフのマーク
が斬新でカッコイイですね！

9月、お月見どろぼうなんて風習も地域によってはあるようで。
今でいうハロウィンに似た文化です。かつて団子を作りすぎた
私は、近所に住むインド人家族におすそ分けをしたことがあり
ました。後日、カレーのルーとなって返ってきたのはいい思い
出です。
また 9 月は「防災月間」でもあります。備蓄品のほか、
身近な人との日頃のやりとりを見つめなおす良いきっかけかも
しれませんね。（M）

　９月は夏の厳しい暑さが和らぎはじめ、過ごしやすい気候となり、キャンプに出かける方もおられると思います。
そこで注意していただきたいことが食中毒です。今回はキャンプでの代表的な食中毒対策を紹介します。

　食中毒を防ぐために最も重要なのは、食材の保存方法です。夏ほどではないにしても９月もまだ気温が高いので、特に生
肉や魚介類は冷蔵・冷凍保存し、適温を保つようにしましょう。また、食材は清潔な手で取り扱い、生肉は専用器具で管理
し、調理時は十分に加熱しましょう。その他にも使用した食器や調理器具は早めに洗浄して衛生的な環境を保ちましょう。
　もし、食中毒の症状（腹痛、下痢、吐き気、嘔吐、発熱など）が現れた場合、速やかに医療機関を受診するとともに、次の
ような対応をしましょう。

① 水分補給を徹底する
 　吐き気や下痢がある際は脱水症状が心配されますので、水分補給をしてください。
② 安静にする
 　消化器官が炎症を起こしている可能性がありますので、体をあまり動かさずに休息を取りましょう。

　食中毒が疑われる症状で、「救急車を呼んだほうがいい？」「近くの救急病院はどこ？」「応急手当の方法は？」など、
悩んだときは、救急安心センターおおさかをご利用ください。また緊急度の判定は、総務省消防庁の全国版救急受診ア
プリ（Ｑ助）でも判定することができ、近くの病院・診療所をお探しの場合は、厚生労働省の医療情報ネット（ナビイ）
でも検索できますので合わせてご活用ください。

秋の快適レジャー♪　キャンプで注意！　食中毒対策秋の快適レジャー♪　キャンプで注意！　食中毒対策

令和７年７月の着信件数
（１日あたりの件数）

救急安心センター着信件数（令和７年７月）
29790件

（約961件）
対前年同月比

全国版救急受診アプリ
総務省消防庁

医療情報ネット
厚生労働省

2517件減少病院案内緊急度判定
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